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フィンガーボウルと李鴻章（２）（遊佐）
を書き漏らしたという可能性はあるだろうし、資料の制作者が李鴻章の名誉を守るために故意
に削除したという想像だって成り立ち得る。しかし、こうした推測、想像はさしあたって必要
のないものであることが判るはずである。何故ならば、私達は、少々の努力さえ厭わなければ
資料のなかに以下のような記述を見出すことになるだろうからである。
それは、ドイツでもイギリスでもなく、短いベルギー訪問中（1896年7月8日～13日）での出
来事として、資料1、2が共に載せているものである。ここでは資料1に従って訳出する。
『節相壮遊日録』巻之上
光緒二十二年五月二十九日（西暦1896年7月9日）……夕刻、ベルギー王が宮中にて宴を張
り節相をもてなされた。使節団の随員、該国の大臣および令夫人、各国の公使、書記官の尽
くが席に連なった。宴の幕が閉じられようとした時、節相はなんとタバコをふかし始めた。
これは西洋諸国の晩餐会においては礼儀にもとる行為である。しかし、ベルギー王はこの貴
賓の失態が衆目の的となることを欲されず、各種タバコをもって出席者すべてに勧め回らせ
たのだった。この出来事を記し置いたのは、賢者の失態をあげつらう意からではなく、西洋
人が節相を敬うこと至極なるを伝えんがためである25。
やはり、李鴻章は、異国の名流貴顕が席を埋め西洋式マナーが貫徹する「空間」において我知
らず「失態」を犯し、主人側の配慮、機転によって体面を保った、つまり「フィンガーボウルの話」
の基本構造を備えるエピソードを残していたのである。
それにしても、今度の李をもてなす側の人物はベルギー王（資料には記載がないが、レオポ
ルド2世）であり、李の「失態」を象徴するアイテムはタバコに変わっている。ビスマルク、ヴィ
クトリア女王、レオポルド2世にフィンガーボウル、コーヒーカップ&ソーサー、タバコ。李
鴻章を巡って展開する「フィンガーボウルの話」は、追いかければ追いかけるだけ複雑さの度を
増してゆくようである。この複雑さはいったい何に由来するのだろうか。
注
１．例えば、講和交渉に臨む李の姿は繰り返し錦絵に描かれ、「李鴻章のはげ頭」というフレーズは長く遊び歌
の一節となって歌い継がれた。また、講和交渉が行われた下関の春帆楼には1937年に記念館が併設され、
滞在中の李の宿舎から春帆楼に続く道にはいまなお「李鴻章道」の名が残る。
２．王彦威纂輯、王亮編、王敬立校『清季外交史料』巻120。同資料については、文海出版社版（1963年　台北）を
使用した。
３．正式には李鴻章─ロバノフ協定という。この「密約」の存在を中国政府が世界に向かって公式に認めるのは、
それから四半世紀後の1921─22年に開かれたワシントン会議の席上においてのことである。
４．佐々木揚「日清戦争後の清国の対露政策─1896年の露清同盟条約の成立をめぐって─」（『東洋学報』第
59巻1、2号　1977年）。
５．李鴻章と露清密約の関係については、注4の研究以外に、以下の研究を参照した。
周伝儒「李鴻章環遊世界与一八九六年中俄密約（上）（下）」（『史学月刊』1985年第1期、第2期）。
菰田将司「日本から見た日露戦争後の李鴻章について」（『史境』第53号　2006年）。
６．この間の推移については、竇宗儀編『李鴻章年（日）譜』（中国国家図書館　2011年　北京再版［初版は香港友
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聯　1968年］）を参考にした。
７．『大清徳宗景皇帝実録』巻383。同資料については、華文書局版（1969年　台北）を使用した。
８．岡本隆司『李鴻章─東アジアの近代』（岩波新書　2011年　東京）第6章、落日、2、親露への旋回。
９．『翁同龢日記』光緒二十二年一月四日の条。同日記については、陳義傑整理の中華書局版（2006年第2版　北京）
を使用した。
10．呉永口述、劉治襄記『庚子西狩叢談』巻4（1928年刊、いま、広西師範大学出版社版［2008年　桂林］を使用）。
11．岡本隆司、箱田恵子、青山治世『出使日記の時代　清末の中国と外交』（名古屋大学出版会　2014年　名古屋）
総論、常駐公使と外交の肖像─清末における在外公館と出使日記。
12．両資料については、いま、兪冰、馬春梅主編『李鴻章別伝集』（学苑出版社　2007年　北京）に収録されてい
るものを利用できる。また、鍾叔河『走向世界叢書』（湖南人民出版社　1985〜86年　長沙）所収の『李鴻章
歴聘欧美記』（張英宇点、張玄浩校）は、資料２をベースして資料１の非重複部分を補足したテキストである。
13．例えば、その代表的存在である『時務報』（1896年8月創刊）は、総撰述、梁啓超の「報之例当如何。曰広訳
五洲近事、則閲者知全地大局、与其強盛弱亡之故、而不至夜郎自大、坐眢井以議天地矣。」（「論報館有益於
国事」［『時務報』第1冊］）との主張を実践する形で、創刊号から「域外報訳」、「西文報訳」、「西電照訳」、「路
透電音」等の専欄を設け各国の新聞記事やロイター電の翻訳を載せる。ちなみに、第1冊の「路透（ロイター）
電音」（目次のタイトルは「西電照訳」）は、早速、李鴻章がフランス大統領に謁見したことなど3件の李の出
使の動静を伝えるロイター電を訳載している。
また、このテーマに関する研究として、潘光哲「開創“世界知識”的公共空間：《時務報》訳稿研究」（『史林』
2006年第5期）がある。
14．千葉正史『近代交通体系と清帝国の変貌　電信・鉄道ネットワークの形成と中国国家統合の変容』（日本経
済評論社　2006年　東京）第2章、電信導入による国家的通信体系の再編。
15．方漢奇主編『中国新聞事業通史』第1巻、第2章、第7節、4、新聞文体与新聞写作では、早期の例として1871
年の香港の『近事編録』、『中外新聞七日報』や1882年の『申報』のそれを挙げている。
16．『中国文史論叢』第4号　2008年。
17．例えば、李のスエズ運河到着（1896年4月26日）はその3日後に、また、オデッサ到着（4月30日）、サンクト
ペテルブルク到着（5月4日）はその2日後に電信を通じて入手した情報をもとに報じられている。
18．アレンの履歴については、清史編委会編『清代人物伝稿』（遼寧人民出版社　1989年　瀋陽）下編・第5巻所
収の夏良才の伝記等の資料を参考にした。
19．広学会については、熊月之『西学東漸与晩清社会』（上海人民出版社　1994年　上海）13、広学会：広西方之
学に詳しい研究がある。
20．山室信一『思想課題としてのアジア　基軸・連鎖・投企』（岩波書店　2001年　東京）第2部、第2章、第1節、
中国における西学。
21．梁元生『林楽知在華事業与《万国公報》』（中文大学出版社　1978年　香港）第4章、教育家：林楽知在華的教
育事業、乙、中西書院的成立及其意義。
22．張華騰『1882─1895年中西書院諸問題的考察』（『史林』2004年第5期）。
23．大竹博吉監訳『ウィッテ伯回想記　日露戦争と露西亜革命』（南北書院　1931年　東京、いま、『明治百年史
叢書』［原書房　1972年　東京］による）監修者のことば。
24．牛嶋憂子氏の「王光祈著訳年譜」（同氏編著『王光祈文献総目録─付著訳年譜─』［アジア文化総合研究
所出版会　2007年　東京］所収）によれば、訳出は1928年のことである。
25．資料２『李傅相歴聘欧美記』が記載する内容も同じ（多少の字句の異同はある）。ただし、資料２では、「宴の
幕が閉じられようとした時……」以下を小字割注の体裁で記述するとともに、その前に「聞」という一語を加
えてそれが伝聞であることを示す処理を施すという違いがある。
図版出典：
図1　『李鴻章別伝集』（注12参照）
図2　『李鴻章歴聘欧美記』（同　上）
